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あなたの声をお寄せください

まちづくり課 企画調整係
☎（32）2111（内線357）

　まちの話題、疑問、質問、
提言、意見のほか、会員募
集やリサイクル情報（譲り
たい、譲ってほしい）、イ
ラストなど何でも結構です。
　広報紙上でできるだけ紹
介します。

温泉改修工事中のため
１月下旬まで入浴できません。

１月の納期

タバコは町内で買いましょう。
10月のタバコ税は1,471,878円

忘れずに納税しましょう。

新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）　おいしそうなパンが気になる食いし

ん坊のノラネコぐんだん。夜、パンこ
うじょうへ忍び込み、見よう見まねで
パンづくりに挑戦！話題のノラネコぐ
んだんシリーズが入荷しました。

　ある日ふたりに「ふゆじたくのおみ
せ」からメールが届きました。ふたり
はお互いに贈り物をするため、お金代
わりのどんぐりを探しに行きますが…。
ふたりの心温まる交流を描いた作品です。

「
お
お
き
な
ク
マ
さ
ん
と
ち
い
さ
な
ヤ
マ
ネ
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ふ
ゆ
じ
た
く
の
お
み
せ
」

ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ
／
著

「
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

　パ
ン
こ
う
じ
ょ
う
」

工
藤
ノ
リ
コ
／
著

～町中央公民館図書館
　　　　蔵書　8,481冊～
本はいろいろなことを教えてくれます。
本はいろいろなことを考えさせてくれます。
本は感性を良く磨き、刺激を与えてくれます。
本を読んであげると、子どもは笑顔になります。
方法は簡単！
図書カードを作るだけ

忘れずに納税しましょう。

◆国民健康保険税4期
◆介護保険料7期
◆後期高齢者医療保険料4期

１月31日（水）まで

　町議会12月定例会で、町営バスの廃止条例が可決され、平成30年3月
31日をもって町営バスが廃止されることになりました。４月１日からは
町営バスに代わり、㈲星川タクシーがデマンド型（予約制）の乗合タク
シーを運行する予定です。

▼デマンド型乗合タクシーとは
　利用者が乗り合わせて運行するものです。利用者の予約により運行す
るため、空バス運行といった問題が生じません。また、自宅まで送迎す
るという運行も可能なため、足腰が不自由な方も利用しやすくなります。
▼デマンド型乗合タクシーの方針
　①町内全域を一日数本、時間を定めて運行する。
　②バス停の路線上ならどこでも乗降可能とする。
　③交通空白地域だった地域にも運行する。
　　ただし、現在運輸局と運行開始に向けた手続き中であるため、今後
　変更が生じる可能性もあります。手続きが完了次第、みなさんに詳細
　をお知らせします。
　　また、町営バスは平成30年3月31日
　まで運行しますので、どうぞご利用くだ
　さい。
▼問い合わせ／
　舟形町まちづくり課地域支援係　
　☎（32）2111（内線356）

町営バスは
デマンド型乗合タクシー

町営バスは平成30年3月31日まで
“４月１日からデマンド型乗合タクシー”に

 

第
31
回
新
春
町
民
な
わ
と
び

　
　
　
　

    

大
会
参
加
者
募
集

▼
期
日
／
１
月
21
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

▼
場
所
／

舟
形
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
／
舟
形
町
内
各
地
域
・
職
場

・
ク
ラ
ブ
・
そ
の
他
団
体
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
。

▼
参
加
費
／
無
料

▼
チ
ー
ム
／
１
チ
ー
ム
10
名

（
２
名
で
縄
を
回
し
、８
名
で
跳
ぶ
）

▼
団
体
の
部
／
①
小
学
生
の
部

②
中
学
生
の
部
③
一
般
男
子
の
部

④
一
般
女
子
の
部
⑤
一
般
混
成
の
部

▼
個
人
の
部
／
①
小
・
中
学
生
男
子

の
部
②
小
・
中
学
生
女
子
の
部

③
一
般
男
子
の
部
④
一
般
女
子
の
部

▼
〆
切
／
１
月
12
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

舟
形
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
（
32
）
３
５
０
１

 

公
共
施
設
の
年
末
年
始

　
　
　
　
　業
務
の
お
知
ら
せ

次
の
期
間
が
休
業
と
な
り
ま
す
。

▼
舟
形
町
役
場

12
月
29
日（
金
）〜
１
月
３
日（
水
）

※

期
間
中
も
出
生
、
死
亡
、
婚
姻

な
ど
の
戸
籍
届
出
は
で
き
ま
す
。

▼
舟
形
町
中
央
公
民
館

12
月
29
日（
金
）〜
１
月
３
日（
水
）

▼
舟
形
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

12
月
29
日（
金
）〜
１
月
３
日（
水
）

▼
舟
形
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

12
月
29
日（
金
）〜
１
月
３
日（
水
）

※

体
育
館
は
12
月
27
日
（
水
）
〜

１
月
４
日（
木
）は
使
え
ま
せ
ん
。

▼
舟
形
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

12
月
29
日（
金
）〜
１
月
３
日（
水
）

▼
舟
形
・
大
蔵
共
立
う
ど
山
斎
場

無
休

▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
も
が
み

12
月
31
日（
日
）〜
１
月
２
日（
火
）

▼
エ
コ
プ
ラ
ザ
も
が
み

12
月
30
日（
土
）〜
１
月
２
日（
火
）

▼
ご
み
・
資
源
回
収
業
務

12
月
31
日（
日
）〜
１
月
２
日（
火
）

短
歌

針
に
糸
通
せ
ぬ
吾
を
見
兼
ね
た
る
妻
は
一
気
に
通
し
く
れ
た
り
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖

の

原
）

拾
遺
集
語
り
の
ご
と
き
歌
つ
く
り
そ
中
に
身
置
く
う
つ
せ
み
わ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
　
堀
）

千
風
会
【
晩
秋
の
う
た
、
聖
き
月
】

熟
れ
柿
の
濃き

り霧
の
彼
方
に
ぽ
ー
と
灯
る
「
お
と
ぎ
の
国
」
の
山
姥
の
小
屋
　

　
　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
　
友
）

「
不
意
」
訪
ね
取
入
れ
見
守
る
上

じ
ょ
う
び
だ
け鶲

来
賓
な
き
菜
園
の
秋
仕
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙

台

市
）

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ウ
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
の
依
頼
で
い
ど
む
親
子
の
技

　
　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
勝
　
広
（
舟
形
第
四
）

師
走
風
希ゆ

め望
持
ち
生
き
る
若
者
の
背せ

な中
を
押
し
ゆ
く
わ
れ
も
押
し
た
し

　
国
内
外
の
さ
わ
が
し
き
い
ま
、
多
く
の
日
本
の
若
者
は
強
く
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真

木

野
）

「
も
ろ
び
と
こ
ぞ
り
て
」
聞
こ
ゆ
る
聖
夜
幼
な
日
に
学
び
し
聖
書
聖
歌
の
記
憶

　
二
歳
か
ら
七
歳
ま
で
毎
日
曜
日
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
父
母
に
連
れ
ら
れ
て
教
会
に
通

い
学
ん
だ
。
ふ
と
よ
み
が
へ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

俳
句

お
す
ま
し
の
慣
れ
ぬ
草
履
や
七
五
三

　
　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
第
二
）

冬
の
外
一
歩
明
る
す
ぎ
る
術
後
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
長
沢
俳
句
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
第
一
）

秋
う
ら
ら
拍
手
喝
采
あ
し
か
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
長
沢
俳
句
会
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
第
三
）

石
蕗
の
花
香
り
の
残
る
鉢
洗
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
長
沢
俳
句
会
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
　
山
）

十
三
夜
コ
ー
ヒ
ー
片
手
め
く
る
本

　
　
　
　
　
　
　
　
長
沢
俳
句
会
　
　
　
　
髙
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

六
地
蔵
凛
と
し
た
さ
ま
雪
も
よ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
第
四
）

冬
枯
れ
や
何
を
語
ら
む
古
都
の
夕

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
マ
俳
句
ク
ラ
ブ
　
　
井
　
上
　
淳
　
子
（
ロ
ー
マ
市
）

温
か
な
愛
馬
の
背
な
や
冬
の
馬
場

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
マ
俳
句
ク
ラ
ブ
　
　
井
　
上
　
　
　
笑
（
ロ
ー
マ
市
）

野
も
人
も
朽
葉
に
黙
す
ト
ス
カ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
マ
俳
句
ク
ラ
ブ
　
　
山
　
根
　
　
　
緑
（
ロ
ー
マ
市
）

　
　
当
季
三
つ
物
（
連
句
）

晩
年
の
記
憶
を
手
繰
る
節
季
か
な

　
は
た
と
止
み
た
る
寒
弾
き
の
音

見
返
れ
ば
烟
る
高
峰
は
夕
映
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
北
陽
社
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
玲
　
虹
（
　

野

　
）

　
　
付
合
句

菊
作
り
続
く
老
人
鉢
並
べ
　
　
　
　
　
　
　
大
　
沼
　
寿
　
生
（
山

形

市
）

　
手
に
這
ひ
移
る
重
陽
の
朝
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
玲
　
虹
（
　

野

　
）

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば


